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世界の諸民族の伝統薬物を蒐集，保存展示するとともに，それらの学術情報を収したデータ
ベースを構築し 伝統薬物に関する共同研究を推進する
〈〉活動概要
I)民族薬物ヂータベース（ETH間EDmmm）の構築
当資料館には，和漢薬，アーユノレヴェーダ生薬，ユナニ一生薬，タイ生薬など約25ラ000点の生薬
標本が保存されている。これらに関するヂータベースを！！頃次開発し，生薬標本情報並びに学術情
報を整理し，構築している。本年は，ユナニ一生薬データベース，タイ生薬データベースに去を録
されている各種情報の校正及び追加を行い，両者を Web上で公開するまでに完成させた。
葺〉薬草古典データベースの構築
国薬草古典「言正類本草」データベース：『証類本草』 ι12巻（革部）収載品の翻訳と校正を進め，
ータベースに登録した。 100種類の生薬に関する記文の翻訳文並びに用語解説を Web上で公開
した。
ネパーノレ薬草吉典「ピルニガントワjデータベース：植物編の英訳文の登録を行ったo
m）…般公開
平成 19年 10月 27日に第 10回の民族薬物資料館一般公開を実施した。 1日5凹各 1時間，生薬
の解説を交えながら館内を案内した。特設展示として，中富・モンゴ、ルにおける海外謂査と研究
の成果，及び中国薬草古典「証類本草」データベースの一部をパネルにまとめ，説明を行つ
おらに，金沢大学大学院自然科学研究科の御影雅幸教授による講演会「アーユルヴこにーダにおけ
る痔接手術糸クシャーラXー トラ国産化j を関擢ーした。来舘者は 47名，講演会参加者は 33名。
」の一般公開は同研究所生薬資源科学分野の全面的な協力の下に行われた。
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〈〉記録
I)見学者（2007年4月1日～ 2008年3月 10日）
来館者総数： 574名（日本人 469名 外国人 105名）
案内総田数： 87回（日本人 63回，外国人 24国）
外国人の国名（人数）：中国（66），ベトナム(12），韓国(10），タイ（4），パラオ，
台湾（各3), ミャンマー，モンゴノレ（各 2），アメリカ合衆国，インド，スイス（各 1)
主な来舘者の所属先
【海外｝中国（東北育才中学，北京大学，三峡大学，内蒙古医学院，江西中医学院，；審陽薬科
大学地〉，ベトナム（冒立イ云統医学病院，国立薬剤研究所地入韓国（釜山大学，又石
大学， JI県天大学，木油大学他），パラオ政界保健省，台湾（台湾中西整合医学会，新化
香伝医院）他
【閣内｝文部科学省高等教育局地関イ系者 14名，富山県知事， ヒニェー γ ンサイエンス振興財団，
国立教育政策研究所，日本財団，朝日新開医療グループ，科学論説懇談会，国際薬膳
師会，国公私立大学 15校，富山県立J富山いずみ高校，富山県立富山中部高校，ツム
ラ，フジッコ，インテック，広貫堂メデ、イフーズ伯
I）民族薬物ヂータベース（2007年4月1日～ 2008年3晃 10日）
クセス数： 8ラ361件
専門検索アクセス数：
専門検索登禄者数
一般検索アクセス数：
〈〉その他
664件
94名
1,294 f＇牛
（日本語 612件，英語 52件）
（日本語 86名，英語 8名）（全 1,167名）
（日本語 1,172件，英語 122件）
1) 小松かっ子：モンゴルの環境及び医学に関するコメント．「済世利氏」一国境を越える富山
売薬－，北日本放送， 2007, 10. 
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